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子供向けパブリックコメントに回答した感想 

 

令和６年６月３日 

北海道こども施策審議会こども施策部会委員 山田暁子 

 

 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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・・・・・・・・・・・・・・ 

・「意見はこちらから」「意見を答えるページ」の表示が目立たない。 

どこをタップすればアンケートに飛べるのかわかりづらかったようです。 

 

・文章の一文が長くてわかりにくい。 

 例えば、「こどもまんなか社会」になるためのこども条例と計画について、の１の文章が

長くて意味を取りりづらかったようです。修飾語をシンプルにして、ワンセンテンスワンテ

ーマとした方が意味がとりやすいと思います。 

 

・設問に答えながら資料を参照できる工夫をしてほしい。 

 １０テーマもあるので、設問に答えるときには資料の内容を忘れていて、見返したいが、

そのためには前のページに戻らなければならないのが大変でした。設問に関連する資料は、

リンクを張るなどして答えながら参照できる工夫があるといいと思います。 

 

・資料の文章の意味が分かりづらいものがある。 

 例えば、「こどもまんなか社会」の基本的な考え方④。大人向けの文章と比べて表現はわ

かりやすくなっているが、全体として、意味が分かりにくい、という文章が多いように感じ

ました。原文にとらわれず、子供に意味が伝わるような文章、親しみやすい文章（語りかけ

口調など）にする必要があると思いました。 

 

・資料が、できるだけ短く、大事なところを太字にしたり色を変えたりする工夫があるとよ

い。イラストが入っているのはよい。 

 

・動画があるとよい。 

 

・自由記載を３００字までとするのをやめてほしい。 

 ３００字を超えた場合には提出できないため、３００字以内に収めるために文字を削る

作業が必要になり、非常に大変でした。（子供が、こどもまんなか社会に関する【４】の質
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問で、基本的な考え方１～６すべてについて回答を書いていたので、４００字以上になって

いました。） 

 反対に、「３００字まで」と書かれていると、その８割くらいは書かないといけない、と

いう圧力を感じて、短い答えを書きづらくなるのでない方がいい、という意見もありました。

（学校の試験では、文字制限のある設問は８割程度書くように指導されているため。） 

 

・自由記載が任意なのがよかった。 

 自由記載が必須だと、回答へのハードルが上がるようです。 

 興味のあるものだけ自由記載ができるというのがよかったとのことです。 

 

・チラシが学校で配布されていない。 

 配布されていたとしても、ただ配られるだけでは気が付かないし、やろうと思わない。 

 学校の授業で扱われればやると思う。 


